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割
増
賃
金
の
改
正
が
4
月
か
ら

中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
時
間
外
1
2
5
％
、
法

定
休
日
1
3
5
％
、
深
夜
（
22
〜

翌
5
時
）
割
増
25
％
で
し
た
が
、

時
間
外
が
月
60
時
間
ま
で
は
1
2

5
％
、
月
60
時
間
超
の
部
分
は
1

5
0
％
と
2
段
階
に
な
り
ま
す
。

準
備
し
て
い
な
い
方
に
簡
単
な
方

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
準
備
1
】
時

間
単
価
を
計
算

し
て
お
く

1
0
0
％
の

金
額
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
1
2

5
％
も
1
5
0
％
も
計
算
で
き
ま

せ
ん
。
一
方
で
「
残
業
し
て
も
早

上
が
り
し
て
も
1
日
1
万
6
0
0

0
円
」
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
給

与
制
度
の
場
合
、
こ
の
機
会
に
法

律
や
時
代
に
あ
っ
た
方
法
に
切
り

替
え
ま
し
ょ
う
。

【
準
備
2
】
法
定
休
日
は
曜
日
を

決
め
て
し
ま
う

改
正
に
よ
り
、
法
定
休
日
割
増

と
時
間
外
割
増
の
ど
ち
ら
が
高
い

か
を
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
コ

ス
ト
は
二
の
次
に
し
て
給
与
計
算

の
簡
便
さ
を
優
先
し
、
シ
ン
プ
ル

に
「
法
定
休
日
は
●
曜
日
」
に
し

ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

【
毎
月
の
手
順
1
】
深
夜
割
増
を

先
に
計
算
す
る

深
夜
に
働
い
た
時
間
を
単
純
に

合
計
し
て
時
間
単
価
の
25
％
を
か

け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
あ
と
、
深
夜

割
増
を
気
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
毎
月
の
手
順
2
】

法
定
休
日
の
労
働

時
間
を
計
算
す
る

準
備
2
で
決
め

た
曜
日
＝
法
定
休

日
（
0
〜
24
時
の

24
時
間
中
）
の
労
働
時
間
を
計
算

し
、
合
計
時
間
数
に
1
3
5
％
を

か
け
て
金
額
を
求
め
ま
す
。
深
夜

労
働
が
あ
っ
て
も
手
順
1
で
支
給

済
み
な
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

【
毎
月
の
手
順
3
】
法
定
休
日
で

な
い
休
日
の
労
働
時
間
と
要
勤
務

日
の
残
業
時
間
を
計
算
す
る

手
順
2
以
外
の
曜
日
の
休
日

（
例
え
ば
祝
日
）
の
労
働
時
間
と

通
常
の
勤
務
日
の
残
業
は
合
計
し

て
構
い
ま
せ
ん
。
こ
の
合
計
時
間

が
60
時
間
を
超
え
て
い
れ
ば
、
60

時
間
×
1
2
5
％
と
60
時
間
超
の

時
間
×
1
5
0
％
を
払
っ
て
終
了

で
す
。

社
会
保
険
労
務
士

栗
原

清

【
本
部
仕
事
対
策
部
発
】
「
屋

根
が
傷
ん
で
い
る
。
近
く
で
工
事

を
し
て
い
て
、
今
な
ら
足
場
の
移

送
費
が
か
か
ら
な
い
か
ら
安
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
」
。

2
0
2
2
年
6
月
5
日
、
第
45

回
住
宅
デ
ー
三
鷹
武
蔵
野
支
部
吉

祥
寺
分
会
中
町
通
り
公
園
会
場
へ

来
場
し
た
市
民
か
ら
の
相
談
で

す
。
「
本
当
な
の
か
知
り
た
く
て

来
ま
し
た
」
。
会
場
企
画
「
ド
ロ

ー
ン
で
無
料
屋
根
調
査
」
も
あ
っ

て
の
来
場
で
す
。

対
応
し
た
相
談
員
は
、（
一
社
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
発

行
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
使
い
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
団
体

・
リ
カ
コ
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
工
事
は
東
京
土
建
に
頼

み
ま
す
、
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く

来
な
く
な
り
ま
す
」
と
伝
え
た
と

こ
ろ
、
相
談
者
は
「
安
心
し
ま
し

た
。
そ
う
し
ま
す
」
と
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
点
検
商
法
で
は
、
各

支
部
か
ら
地
域
住
民
を
被
害
か
ら

守
っ
た
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。杉

並
支
部
で
は
屋
根
工
事
な
ど

複
数
の
工
事
を
次
々
と
施
工
さ
れ

た
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

し
、消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
橋
渡
し
、

被
害
拡
大
を
防
い
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
、
杉

並
支
部
独
自
ス
テ
ッ
カ
ー
（
左
下

参
照
）
を
相
談
者
や
高
齢
者
組
織

へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を

（
公
財
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
住
宅

相
談
統
計
年
報
2
0
2
2
に
よ
る

と
、
電
話
相
談
で
あ
る
住
ま
い
る

ダ
イ
ヤ
ル
で
は
、
関
東
地
方
が
電

話
相
談
全
体
の
45
・
1
％
を
占
め
、

特
に
「
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
」
で
は

49
・
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
（
独
法
）
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
は
、
訪
問
販
売
に
よ
る

次
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
契
約
を
せ
か
さ
れ
て
不
要
な

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
し
た
」
、
ま

た
点
検
に
来
た
と
来
訪
し
、
「
工

事
を
し
な
い
と
危
険
」
な
ど
と
言

っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ

せ
る
点
検
商
法
の
相
談
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
点
検
商
法
は
広
が

っ
て
い
ま
す
。

地
域
建
設
従
事
者
組
合
の
役
割

は
、こ
の
よ
う
な
被
害
に
対
し
て
、

地
域
諸
団
体
・
個
人
、
行
政
と
の

連
携
で
地
域
住
民
を
守
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
地
域
を
基
礎
に
し

て
活
動
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
対

抗
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
地
域
住

民
と
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

東
京
土
建
は
全
都
で
の

点
検
商
法
へ
の
警
戒
を
呼

び
掛
け
る
宣
伝
物
を
作
り

ま
し
た
。
各
支
部
で
の
積

極
的
な
活
用
と
被
害
を
防

ぐ
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
3
月
8
日

〜
9
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

足
場
2
月
20
日
〜
21
日
（
月
火
）

池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
2
月
7
日
〜
8
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
8
日
〜
9
日
（
水

木
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
3
月

9
日
〜
10
日
（
木
金
）
武
蔵
野
ス

イ
ン
グ
ホ
ー
ル
、
1
万
1
5
0
0

円
★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は

ご
所
属
支
部
へ

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
鉛

等
3
月
15
日
〜
16
日
（
水
木
）
池

袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
3
月
1

日
〜
2
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

足
場
3
月
8
日
（
水
）
池
袋
、
7

5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
2
月
28
日（
火
）

池
袋
、
②
3
月
23
日（
木
）池
袋
、

8
千
円

石
綿
2
月
14
日
（
火
）
池
袋
、
4

5
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・
丸

の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
7
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
15
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
16
日（
木
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

増
改
築
相
談
員
2
月
7
日
（
火
）

池
袋
、
更
新
（
23
年
3
月
更
新
ま

た
は
22
年
3
月
未
更
新
の
方
）
午

後
の
み
、
2
万
円
、
新
規
（
経
験

10
年
以
上
）
丸
一
日
、
3
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
3
月
10
日
〜
11
日
（
金

土
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー（
足
立
区
）、
1
万
6
5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
2
月
10
日
〜
12
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
2
千
円

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）
技

能
講
習（
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
）

3
月
3
日
〜
4
日
（
金
土
）
西
多

摩
支
部
会
館
、
3
万
8
千
円
、
解

体
と
セ
ッ
ト
割
引
5
万
8
千
円
※

特
別
教
育
修
了
後
3
カ
月
以
上
経

験
者
か
つ
自
動
車
運
転
免
許
証
所

持
者

車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）
技
能

講
習
3
月
5
日
（
日
）
西
多
摩
支

部
会
館
、
2
万
2
千
円

【
受
験
準
備
講
座
】

二
級
建
築
士
（
建
設
従
事
者
向
け

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
7
月
の
学
科
試

験
を
め
ざ
す
半
年
の
講
座
）
1
月

22
日
〜
6
月
下
旬
（
毎
週
日
曜
と

水
曜
月
1
回
程
度
）
池
袋
、
19
万

円一
級
建
築
士
（
7
月
の
学
科
試
験

を
め
ざ
す
半
年
の
講
座
）
1
月
29

日
〜
7
月
上
旬
（
日
曜
月
3
回
程

度
）
池
袋
、
19
万
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
3
月
7
日

（
火
）
建
設
プ
ラ
ザ
か
な
が
わ
（
東

神
奈
川
駅
）
、
②
3
月
28
日
（
火
）

池
袋
、
1
万
円

点
検
商
法
か
ら
住
民
を
守
る

相
談
活
動
に
感
謝
の
声全都での点検商法への警戒を呼び掛けるために

東京土建が作成したポスター

杉並支部が独自で作成
したステッカー
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割
増
賃
金
改
正
４
月
か
ら

い
よ
い
よ
中
小
企
業
も
適
用
に

栗原さん


